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１１月１５日（火）、多治見警察署生活安全課長さんが来校され、笠原中学校「ＭＳＪリーダーズ」の交付式が行われました。すでにあいさつ運動や美化活動の支援等の活動を行っていましたが、ここに正式に発足しました。〝ＭＳ〟は「マナーズ・スピリット」の頭文字で「ＭＳＪリーダーズ」とは、規範意識啓発推進委員会（中学校版）を意味し、現在５６名の生徒が加入し、活動しています。





３月の卒業式・修了式まで、各学級で掲げている〝学習目標〟の達成を目指しながら、協力して誇りのもてる学習活動を作り出していきます。
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の学級も最後の最後まで「響き合い合唱」にこだわって、現在練習の真最中です。どうぞ当日はアザレアホールで響き合う歌声をご鑑賞ください。








１１月９日（水）、バロー文化ホールで市内中学校の音楽祭が行われ、笠原中代表として２年Ａ組が合唱を披露し、日頃の練習の成果を歌声で表しました。他校の生徒や先生からは『笠原中はよく声が出ていてすごい。』と高い評価を得ていました。


１１月２８日（月）は校内の「合唱発表会」があります。ど　





本校は「探求し合い、学ぶ喜びを実感できる生徒の育成　～生徒が考えをもち、仲間と共に思考力を高めることのできる授業の在り方～」を研究主題として、「全教科を通じて思考力の育成を図ること」、「県教委の提唱する〝３つの見届け〟を実践して確かな学力の定着を目指すこと」の２点に特に力を入れて取り組んできました。


お陰様で、本校の生徒は全体として落ち着いており、生徒会活動や学級活動に積極的に取り組んでいます。全国学力・学習状況調査の結果では、学習・生活習慣の向上が見られ、規範意識、自尊感情、教科学習への関心も良好です。ただ学力に関しては、まだまだ改善の余地を残しています。この一年半、塚本研究主任を中心に全職員で苦労を分かち合い、「必ず子どものためになる」と信じて地道な指導の歩みを続けてきました。その甲斐あって少しずつではありますが成果が見え始めています。また、生徒たちも主体的な学習を実現すべく、日々努力しています。「主体的な学び」も新学習指導要領のキーワードの一つであり、今後さらに大切にしたいと願っています。　　　　　　　　　　　　　＜一部抜粋して掲載してあります＞


　





説明や仲間の言葉を、瞳を輝かせて聞いている』など、生徒一人一人の頑張る姿が参観者に爽やかな風を吹かせていました。全体会では、今井千春生徒会長の挨拶に続き、薄井校長が笠原中学校の生徒と職員に誇りと感謝の思いをもちながら次のように挨拶しました。


　





１１月４日（金）、多治見市の教育課題研究指定校（平成２７、２８年度）として実践発表会を開催しました。市内全中学校の教員をはじめ、ご来賓（地域の皆様）や教育委員会等約３００名の方々が来校されました。授業参観に続き行われた研究会では、笠原中学校の研究に対する意見とともに、生徒の姿に感心・感動したという声をたくさんいただきました。『笑顔で挨拶する表情が爽やか』『和やかな雰囲気で互いに関わり合っている』『教師の　











